
UL 島津ラボラトリー 

各種バッテリー向け有害物質排出測定試験サービス 
 

バッテリーの内部では様々な化学反応が起きています。例えばリチウムイオン電池の場合には、初期塗膜形成過程・充放電サイ

クル・電解液の分解・残留水分との反応などでのガス発生が考えられます。また、バッテリーパックに使用される接着剤などの

材料からもガスが放散されることがあります。 

UL 島津ラボラトリーでは、住宅用・施設用の据置型バッテリー製品や車載用バッテリーなどから放散するガス成分の分析を受託

します。 

 
リチウムイオン電池セルから放散されるガス成分の測定例 

 

リチウムイオン電池セルをチャンバーに入れ、充電中に発生するガスを捕集・分析します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガス捕集時のサンプリング風景 （85 L チャンバー） 
 

測定対象物質 

水素、一酸化炭素、二酸化炭素、 

および 低分子有機化合物 

（メタン、エタン、エチレンなど） 

揮発性有機化合物〔VOC〕ほか 

（トルエン、スチレン、ベンゼン

アルデヒド類など） 

腐食性ガスおよび水溶性化合物 

（フッ化水素、塩化水素、 

SOｘNOxなど） 

捕集方法 バッグ（気体捕集） Tenax・DNPH（固体捕集） 液捕集（液体捕集） 

分析方法 GC-BID GC-MS、HPLC イオンクロマトグラフ 
 

 
バッテリー向け有害物質排出測定試験用チャンバー施設 

 

バッテリー製品の大きさに応じたチャンバーを使用することで、放散ガスを正確に定量します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
測定結果の評価 

 

測定結果は、OSHA PELs や California Proposition 65 などの暴露基準値と比較・評価することが可能です。 
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